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儲
け
の
ヒ
ミ
ツ

■
世
界
で
最
も
格
差
の
あ
る
、
階
級
社
会
と
な
る
日
本

日
本
の
２
０
２
３
年
の
人
口
は
１
億
２
３
３
０
万
人
。
そ
れ
が
２
７

年
後
の
２
０
５
０
年
に
は
９
５
０
０
万
人
と
約
２
７
０
０
万
人
が
減
少

す
る
（
国
土
交
通
省
発
表
）
。
法
人
数
、
現
在
２
７
０
万
社
、
こ
れ
ま

た
劇
的
に
減
少
す
る
。
小
売
業
の
売
上
高
１
兆
円
を
、
今
か
ら
４
０
年

前
の
ダ
イ
エ
ー
が
初
め
て
達
成
し
た
。
そ
の
後
業
績
が
低
迷
し
イ
オ
ン

が
買
収
。
中
部
地
方
で
は
か
つ
て
優
良
企
業
の
ユ
ニ
ー
も
、
今
や
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
傘
下
だ
。
家
電
の
三
洋
電
機
も
あ
っ
け
な
く
破
綻
。
東

芝
も
業
績
悪
化
で
上
場
廃
止
に
な
る
。
こ
の
３
０
年
間
で
起
き
た
変
化

が
、
こ
れ
か
ら
わ
ず
か
３
年
間
で
そ
の
何
倍
も
の
変
化
が
起
こ
る
。
大

企
業
の
倒
産
、
破
綻
は
今
後
も
続
く
。
経
営
の
地
殻
変
動
の
ゴ
ン
グ
は

今
な
っ
た
ば
か
り
だ
。
日
本
は
こ
の
一
年
間
で
８
０
万
人
、
人
口
が
減

少
し
た
。
こ
れ
は
山
梨
県
に
匹
敵
す
る
。
近
代
国
家
で
、
こ
こ
ま
で
の

短
期
間
で
人
口
が
大
幅
に
減
少
す
る
初
め
て
の
国
家
と
な
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
格
差
が
広
が
る
。
赤
字
企
業
と
黒
字
企

業
。
低
賃
金
と
高
賃
金
。
過
疎
化
と
再
開
発
エ
リ
ア
。
日
本
は
世
界
で

最
も
格
差
の
あ
る
階
級
社
会
に
変
わ
っ
て
い
く
。

■
タ
ン
ク
ロ

（単
月
黒
字

）
経
営
の
真
髄

「
赤
字
は
悪
」
創
業
し
て
２
６
年
間
、
言
い
続
け
て
い
る
言
葉
。

一
年
は
１
２
ヶ
月
。
例
え
ば
黒
字
月
が
３
ヶ
月
、
赤
字
月
が
９
ヶ
月
、

そ
れ
で
年
間
黒
字
企
業
も
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、
赤
字
の
９
ヶ
月
を
ト

ン
ト
ン
に
す
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
高
収
益
に
な
る
と
若
き
頃
、
気
づ

い
た
。
そ
れ
が
タ
ン
ク
ロ
経
営
を
推
し
進
め
る
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
拠

店
（
部
門
、
店
舗
）
が
１
０
拠
店
あ
る
と
す
る
。
一
年
、
１
２
ヶ
月
だ

か
ら
１
２
０
ヶ
月
。
全
て
タ
ン
ク
ロ
だ
と
間
違
い
な
く
超
高
収
益
企
業

と
な
る
。
そ
し
て
残
存
者
利
益
の
恩
恵
を
受
け
る
。
幹
部
（
業
績
責
任

者
）
が
タ
ン
ク
ロ
経
営
を
実
現
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
９
点
。

１
．
幹
部
は
ミ
ニ
経
営
者
と
い
う
不
退
転
の
意
思
を
も
て

幹
部
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
何
が
何
で
も
や
り
切
る
力
で
あ
り

自
責
の
精
神
だ
。
実
際
、
未
達
の
幹
部
は
他
責
で
、
逃
げ
癖
、
言
い
訳

が
多
く
、
結
果
を
出
し
切
れ
て
い
な
い
。
「
幹
部
の
仕
事
と
は
＝
目
標

達
成
」
そ
の
責
任
感
の
強
さ
で
業
績
は
決
ま
る
。

２
．
管
理
会
計
制
度
の
導
入
と
定
着
を
図
れ

組
織
の
月
次
の
損
益
計
算
書
を
策
定
し
、
利
益
ま
で
オ
ー
プ
ン
に
す

る
こ
と
が
重
要
。

せ
い
ぜ
い
そ
の
程
度
の
項
目
で
十
分
だ
。
仕
入
も
在
庫
把
握
に
時
間
が

か
か
る
な
ら
、
売
買
粗
利
益
で
対
応
す
る
。
本
社
費
は
基
準
を
作
り
配

分
の
整
合
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
販
管
費
は
前
期
を
参
考
に
平
準
化

す
る
。
年
２
回
の
賞
与
が
あ
れ
ば
、
毎
月
の
販
管
費
に
支
給
原
資
を
組

み
入
れ
る
。
事
例
Ａ
で
は
、
９
月
の
実
績
で
の
予
想
が
マ
イ
ナ
ス
４
５

万
円
の
赤
字
。
赤
字
予
想
４
５
万
を
い
か
に
５
０
万
円
の
利
益
に
持
っ

て
い
く
か
が
幹
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

３
．
月
初
で
管
理
会
計
の
３
か
月
先
行
の
利
益
予
想
を
す
る

業
種
に
よ
っ
て
先
行
管
理
の
時
間
軸
は
異
な
る
。
不
動
産
、
分
譲
だ

と
土
地
の
仕
入
れ
も
あ
り
２
年
先
の
先
行
管
理
。
物
販
業
だ
と
３
ヶ
月

月
。
小
売
り
業
だ
と
、
棚
替
え
、
イ
ベ
ン
ト
、
と
ど
う
し
て
も
短
サ
イ

ク
ル
に
な
る
。
９
月
１
日
現
在
で
１
０
月
、
１
１
月
、
１
２
月
の
営
業

利
益
を
予
想
す
る
。
そ
の
流
れ
を
体
質
化
す
る
こ
と
に
よ
り
利
益
に
対

す
る
意
識
と
行
動
が
大
き
く
変
わ
る
。

４
．
全
社
員
に
「 

利
益
」を
意
識
さ
せ
よ

売
上
を
い
く
ら
伸
ば
し
て
も
、
薄
利
な
ら
粗
利
益
が
少
な
く
利
益
は

出
な
い
。
業
績
管
理
は
全
て
「
逆
算
」
だ
。
利
益
に
対
し
て
の
意
識
づ

け
こ
そ
が
生
き
残
る
分
岐
点
。
何
度
も
い
う
が
、
赤
字
は
悪
だ
。
そ
れ

が
全
社
員
、
周
知
徹
底
す
る
と
、
行
動
が
変
わ
り
、
や
り
方
が
変
わ
る

目
も
輝
き
闘
争
心
み
な
ぎ
る
人
財
と
な
る
。

５
．
幹
部
は
常
に
時
間
軸
を
重
視
せ
よ

事
例
Ａ
の
よ
う
に
月
初
で
目
標
利
益
差
額
が
９
５
万
だ
と
打
つ
手
は

い
く
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
月
末
に
近
く
な
る
ほ
ど
、
打
つ
手
は
限
ら

れ
る
。
同
時
に
、
１
０
月
、
１
１
月
、
１
２
月
の
施
策
の
種
ま
き
や
、

行
動
も
合
わ
せ
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幹
部
は
顕
微
鏡
（
目

先
）
と
望
遠
鏡
（
中
長
期
）
の
眼
を
持
つ
こ
と
だ
。
こ
れ
は
頭
で
理
解

し
て
も
い
う
ほ
ど
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
短
期
、
中
期
、
そ
し
て

長
期
の
戦
略
が
と
れ
る
幹
部
の
共
通
点
は
ズ
バ
リ
、
「
危
機
感
の
差
」

そ
の
一
言
に
尽
き
る
。

６
．
差
額
対
策
を
明
確
に
し
一
件
一
件
つ
め
ろ

目
標
利
益
ま
で
の
差
額
が
明
確
に
な
っ
た
。
そ
の
対
策
が
具
体
的
で

差
額
を
埋
め
る
の
に
十
分
な
「
情
報
量
、
見
込
」
が
あ
る
か
ど
う
か
だ

１
０
０
万
の
実
質
差
額
に
対
し
、
１
０
０
万
の
対
策
だ
と
絶
対
に
埋
ま

ら
な
い
。
差
額
の
３
倍
の
情
報
を
持
つ
こ
と
が
目
標
達
成
の
基
本
。
そ

の
情
報
、
見
込
先
に
対
し
幹
部
が
一
件
一
件
具
体
的
に
指
示
を
打
ち
出

し
て
い
る
か
だ
。
そ
こ
ま
で
き
め
細
か
い
指
導
が
無
け
れ
ば
結
果
も
上

が
ら
ず
人
も
育
た
な
い
。

７
．
ペ
イ
ラ
イ
ン

（損
益
分
岐
点

）を
把
握
せ
よ

ペ
イ
ラ
イ
ン
（
損
益
分
岐
点
）
と
は
損
益
が
ト
ン
ト
ン
に
な
る
売
上

高
の
こ
と
。
そ
れ
を
超
え
る
粗
利
益
が
全
て
利
益
に
な
る
。
簡
易
的

で
は
あ
る
が
ペ
イ
ラ
イ
ン
＝
経
費
計

粗
利
益
率
と
な
る
。
事
例
Ａ
で

み
る
と
３
０
０
万

０
．
３
５
％
＝
８
５
０
万
円
が
分
岐
点
に
な
る
。

そ
れ
を
女
性
社
員
、
新
入
社
員
ま
で
浸
透
す
る
と
小
さ
な
改
善
や
創
意

工
夫
、
な
に
よ
り
も
収
益
に
対
す
る
一
体
感
が
生
ま
れ
る
。

８
．
ペ
イ
ラ
イ
ン
を
下
げ
る
と
高
収
益
に
な
る

売
上
高
を
伸
ば
し
粗
利
益
率
を
改
善
す
る
と
、
ペ
イ
ラ
イ
ン
が
当
然

低
く
な
る
。
腰
の
低
い
、
利
益
の
出
る
高
収
益
企
業
と
な
る
。
そ
の
た

め
に
は
「
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
」
が
重
要
。
死
事
、
仕
事
、
志
事
。
志

事
は
死
事
の
２
倍
以
上
、
生
産
性
が
高
い
。

９
．
利
益
を
出
さ
な
い
限
り
豊
か
に
な
れ
な
い

全
社
員
が
利
益
を
意
識
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
し
て
こ
そ
分
配
が
あ

る
。
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に…

。
何
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
る

か
は
、
利
益
が
出
て
い
る
か
ど
う
か
だ
。
そ
れ
も
タ
ン
ク
ロ
だ
。
一
年

を
通
し
毎
月
、
安
定
し
た
利
益
を
た
た
き
出
す
企
業
の
収
益
力
は
極
め

て
高
い
。
１
２
ヶ
月
連
続
黒
字
。
こ
ん
な
組
織
の
体
質
は
強
く
頑
丈
で

な
か
な
か
壊
れ
な
い
。

■
タ
ン
ク
ロ
経
営
の
実
現
は
幹
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
る

幹
部
の
仕
事
と
は
目
標
を
達
成
し
、
人
を
育
て
る
こ
と
。
高
収
益
企

業
に
変
わ
る
た
め
に
、
何
と
し
て
も
タ
ン
ク
ロ
経
営
を
定
着
す
る
こ
と

だ
。
幹
部
は
売
上
管
理
、
粗
利
益
（
率
）
管
理
、
コ
ス
ト
管
理
、
与
信

管
理
、
回
収
管
理
、
在
庫
管
理
、
見
込
客
管
理
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管

理
と
多
岐
に
渡
る
。
管
理
と
は
危
機
感
で
あ
り
責
任
感
だ
。
経
営
は
一

言
で
い
う
と
バ
ラ
ン
ス
。
オ
フ
ェ
ン
ス
（
攻
め
）
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

（
守
り
）
が
大
切
。
今
、
記
載
し
て
い
る
こ
と
は
で
き
て
当
然
の
こ
と

ば
か
り
。

し
か
し
、
徹
底
、
深
堀
り
し
て
る
か
。
机
上
の
空
論
に
な

っ
て
い
な
い
か
。
的
を
射
た
対
策
、
圧
倒
的
な
行
動
力
か
。
先
の
見
え

な
い
時
代
は
常
に
原
理
原
則
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ
。

（
株
式
会
社
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

国
吉
拡
）

創
刊
よ
り
２
６
年
（
第
１
号
１
９
９
６
年
１
０
月
）

国
吉
拡
の
実
例
中
心
経
営
情
報
ニ
ュ
ー
ス

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

タ
ン
ク
ロ
経
営
（
単
月
黒
字
）
を
実
現
せ
よ
！
！

ワンポイントトーク【全社員が数字に強くなることで、目標達成に必要なことを自ら考え、実践する組織に変わる！！】
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事例A
9月管理会計（9月1日現在）
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